
 

Curriculum Map（カリキュラムの評価と改善のためのフォーマット） 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰとその影響 Innovation and Technology and their Influence 

 

中心概念 Central Idea 

➢ Invention, innovation and technology influence 

our lives in many ways. 

 

キーコンセプト Key Concept 

◼ Perspective 視点 

◼ Responsibility 責任 

◼ change 変化 

◼ Function 機能 

◼ connection 関連 

 

教科を横断した学び 

⚫ 社会-わたしたちの生活と食料生産／工業生産 

⚫ 図工-自分自身の発明品を制作 

⚫ 英語-アレキサンダーグラハムベル 

⚫ 理科-電磁石の性質 

 

単元のねらい 

➢ 身の回りにさまざまなテクノロジーがあふれていることを理

解する。 

➢ 発明家や技術発達に貢献した／している人がもつ態度

や考え方を知り、自分自身を振り返る。 

➢ テクノロジーの発達によって発生する課題と自分たちがと

るべき行動について考える。 

 

目指す学習者像 

◼ Inquirer 探究する人 

◼ Thinker 考える人 

◼ risk-taker 挑戦する人 

 

 

 

 

 

単元の成果と課題 

◎ 相手意識、目的意識をもったプレゼンテーション能力の

向上 

◎ 説得力のあるディベート力の向上 

◎ 二面性を考える意識の向上 

◎ タイムマネジメントを含めた自己管理スキルの向上 

◎ リサーチした事実をもとにしたテクノロジーとの向き合い方

に対する意識の変化 

▲ 子どもたちがどこまで自分ごととして捉えているのか見えに

くい。（レポートの中では意識の変化は見られるが、実

際の生活での行動としてどんなものがあるか。） 

▲ 評価方法の検討。多様な活動に対して適切な評価が

できているか。また、適切なフィードバックが足りていない。 

 

 

 

 

 

総括的評価課題 Summative assessment tasks 

➢ テクノロジーは私たちの生活にどのような影響をもたらし、

私たちはどのようにテクノロジーと向き合っていくべきか？

（エッセイ） 

➢ 発明品紹介ビデオ作り（ビデオ・ルーブリック） 

本単元での指導事項（知識・スキル） 

◼ インベンション、イノベーション、テクノロジーとは 

◼ 実験の手順とレポートの書き方 

◼ 剽窃 

◼ AI、ロボットとは 

◼ 個人ディベートの流れと用語（英語） 

◼ ２faces（トリックアートで） 

◼ 紹介ビデオの作り方 
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単元を通してこんな子供になってほしい！（目指す価値変容） 

現代の社会においてＡＩなどの科学技術が発達し続け、児童の身の回りにもた

くさんのテクノロジーがあふれている。それが当たり前のようになっていて、その便利さば

かりに目を向けがちなのが現状である。この単元では、テクノロジーについてそれらが

生まれた背景や、それらがもつ二面性など多角的な視点から捉えなおし、今後も発

達していくテクノロジーとどのように向き合っていくべきかを自分ごととして考え、テクノロ

ジーと適切に関わっていける人になってほしい。 



 

Curriculum Map（カリキュラムの評価と改善のためのフォーマット） 

次年度へのカリキュラム改善案を提示（PDCA→P） 

  

1. Tuning in

2. Finding Out

3. Sorting Out
4. Going 
Further

5. Making 
Conclusions

6. Student 
Action 

Project (SAP)

① 身の回りのテクノロジー、マシュマロチャレンジ 

② ディスカッション 問いの生成 

③ 「インベンション」「イノベーション」「テクノロジー」

とは？ 

④ 音の探究―電話の歴史と影響 

See, think, Feel の WS① レポート② 

ラーニングピットの考え方の活用⑤ 

シンキングスキル、リサーチスキル 

① 音とは何か？ 

② 実験 楽器の音はどのように出るのか？ 

③ 楽器と糸電話の対比 

④ 結果のまとめ 

楽器での実験②、実験結果の新聞④ 

リサーチスキル、自己管理スキル、ソーシャ

ルスキル 

① 発明家とその発明プレゼンテーション 

（発明家の６ゴールズ） 

② 個人ディベート（メールと手紙） 

③ 新しい発明やテクノロジーが人に与え

る影響 

プレゼンテーションルーブリック① 

レポート② 

リサーチスキル、自己管理スキル、コミュニ

ケーションスキル、ソーシャルスキル 

① 最新のイノベーションやテクノロジーリサ

ーチ 香港の学校 

② 「AI」と「ロボット」の定義 

③ 私たちの生活の中の AI やロボット 

④ 発達する技術の２faces 

⑤ ディベート（発達する技術は生活をより

よくしてくれるか） 

リサーチルーブリック① レポート③ 

ワークシート④ 

リサーチスキル、自己管理スキル、シンキン

グスキル、ソーシャルスキル 

① イノベーションやテクノロジーが人や社会

に与える影響 

② 急速に発達するテクノロジーとどう向き

合っていくべきか？ 

思考ツール①、エッセイ② 

シンキングスキル 

児童に意見を募集 

【誰に？何を？どんな方法で？】発信すれば

説得力のある紹介ができるか？ 

ワークシート 

ソーシャルスキル、コミュニケーションスキル 

黒字＝学習活動 

青字＝形成的評価課題 

赤字＝評価の観点 

備考 

⚫ ４．Going further の所で、Yan Chai Hospital No.2 Secondary School と Technology-based learning 

activity の交流が考えられる。そこで、最新テクノロジーについても触れられるかもしれない。１学期に EMSD に行けばもう行

く必要はない。その他、テクノロジーの学びを深められる学習プログラムや校外学習を開発したい。 

⚫ 2019 年度は、図工との連携で、世の中をよくするために現状をリサーチし、発明品でよくするという作品を作り、その紹介ビデ

オを、個人ないしペアで作った。 

 

主体性 


